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4. 操作説明 
 
PMH ツールを起動するには、デスクトップ上のアイコンをダブルクリックするか、Windows メニュー

の「PMH ツール」から「PublicExpense」を選択して下さい。 
 
 
4.1 起動画面 
 
起動すると以下の画面が表示されます。 

 
 
 
「最小化時にタスクトレイに常駐する」を設定した場合は、最小化した際にタスクトレイにアイコンが表

示されます。 

 
 
 
まずは、メニューの「設定」を選択して下さい。 
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4.3 ファイル監視 
 
設定を終了すると設定内容が画面に表示されます。 
この状態で監視処理は開始されております。(「子端末として動作」選択時は監視処理はおこないません) 
 
・監視中設定内容表示画面 

 
 
・起動中取得ログ表示画面 

 
※監視中に取得した PMH ファイルの取得結果がこの画面に表示されます。 
(起動中に取得したファイル内容のみ) 
詳細は「4.7 起動中取得ログ」をご参照下さい。 
 
 
医療費助成対象の患者がマイナンバーカードで顔認証カードリーダを使用して資格確認をおこない、 
医療費助成を「使用する」が選択されると、オンライン資格確認システムから医療費助成情報ファイルが

返却され、そのファイルを本ツールが監視して取得し、結果を表示します。 
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4.4 対象患者選択 
 

返却された資格情報に照会番号が設定された患者の場合は、照会番号と同じ患者番号の患者を選択しま

すが、照会番号が設定されていない場合は生年月日、性別が同じ患者のリストを表示します。 

（「医療費助成情報取得時にポップアップ表示しない」にチェックが付いていない場合） 

 

 
 

対象の患者を選択して決定ボタンをクリックして下さい。 

 

4.5 資格情報取得結果表示 
 

資格情報が取得されると以下の画面がポップアップ表示されます。 
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4.5.1 患者情報 
 

画面上部の青線で囲まれた箇所は日レセから取得した患者情報が表示されます。 

 
 

公費情報タブをクリックすると患者の公費情報が表示されます。 

 
 

4.5.2 新規患者の場合 
 

新規患者の場合、日レセに患者が登録されていないので、取得した顔認証結果の内容がそのまま表示され

ます。その場合は薄桃色線で囲まれて表示されます。 

 
 

新規患者の場合は、先に日レセで患者登録をおこなった後、画面上部の患者番号入力欄で新規患者の患

者番号を入力して Enterを押して下さい。 

 

 

新規に登録した患者の患者番号入力後、Enter キー押下 
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患者確認画面が表示されますので、正しい場合は「データ反映」ボタンをクリックして下さい。 

 
 

画面に反映され、青線で囲まれた状態になり、日レセから取得した患者情報が表示されます。 
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4.5.3 公費情報 
 

画面下部の薄桃色線で囲まれた箇所は取得した医療費助成情報が表示されます。 

 
 

通常は法別番号で公費の種類を特定しますが、対象の公費の種類が複数存在する場合は、公費の種類の欄

の背景色が薄い黄色で表示されます。 

 
 

その場合はセルをクリックして正しい公費の種類を選択して下さい。 
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4.5.4 券面情報 
 

画面右側には券面情報が表示されます。 

 
 

通常は閉じた状態ですので、タイトル部分をクリックして広げて下さい。 

 

 
 

  

ここをクリックすると 
表形式が表示される。 

展開されると、右側のアイコンが 
「＋」から「－」に変更される 
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「別画面で表示」ボタンをクリックすると、券面情報だけを別画面で表示します。 

 
 

この画面でマウスの右クリックを押すと、メニューが表示され印刷等が選択可能です。 

必要に応じてご利用ください。 
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4.5.5 日レセへのデータ反映 
 

取得した公費情報を日レセに登録・更新したい場合は、「取得した公費を日レセに反映」ボタンをクリッ

クして下さい。 

 

 
 

取得した公費情報を日レセに登録・更新します。 

 

日レセに既に同じ公費の種類のデータが登録済みで、適用期間が重複している場合は、 

適用期間の編集画面が表示されます。 

 
 

取得した公費情報で登録済みの公費を上書きしたい場合は、 

「日レセ登録済み公費をオン資公費内容で上書き」ボタンをクリックして下さい。 

 

取得した公費情報を追加したい場合は、既に登録済みの公費の適用開始日または適用終了日を編集後、 

「日レセ登録済み公費の適用日付を更新し、取得した公費を追加」ボタンをクリックして下さい。 

 

処理をスキップしたい場合は、「何もせずにスキップ」ボタンをクリックして下さい。 
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4.5.6 日レセへのデータ反映後 
 
反映処理完了後は、日レセの登録画面を開いて、公費情報が登録されていることをご確認く

ださい。 
 
PMH ツールは再度待ち状態になります。 
 
 

4.6 取得履歴リスト 
 

取得履歴リストは、取得した医療費助成情報の履歴リストを表示し、後から確認や日レセへの反映をした

い場合に使用する事が可能です。 

 

メニューの「取得履歴リスト」をクリックすることで、取得履歴リスト画面に遷移します。 

 
 

取得履歴リストには、取得した医療費助成情報の履歴リストが表示されます。 

 
 

 

4.6.1 履歴から日レセへの反映 
 

開きたい履歴をリストから選択し、「開く」ボタンをクリックして下さい。 

保存されている医療費助成の内容を読込み、「4.4 対象患者選択」以降と同様の処理の流れになります。 
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4.6.2 履歴の削除 
 

履歴から削除したい場合は、リストから対象を選択して「削除」ボタンをクリックして下さい。 

確認画面が表示され、「はい」をクリックするとリストから削除されます。 

 

 
 

また、取得年月日から設定画面で設定した期間(日数)が過ぎると、履歴は自動的に削除されます。 

 

 
 

上記の設定の場合は、30日前に取得した履歴情報が自動的に削除されます。 
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4.7 起動中取得ログ 
 
ポップアップ表示をしない設定の場合、PMH 情報を取得した際は、起動中取得ログに PMH 情報を取得

した旨のログが追加されます。 
 
その後は、取得履歴リストを表示して対象患者の処理をおこなってください。 
 

 
 
画面を最小化またはタスクトレイに常駐している場合は、以下のように画面右下にメッセージを表示致

します。 
 

 
 
その後は同様に取得履歴リストを表示して対象患者の処理をおこなってください。 
 
  


